
第 693号創刊昭和25年4月Ul第三種郵便物認可)

vvvvご購読料~

1年 3，800円
(郵送料とも)

現金・切手・振替で前納

(月 3凶発行)
10日・20日・30日

(昭和46年7月30日発行安帯 J、来斤J!n国釜を〈日曜日〉

発行所

(柑全国婦人新聞社
〒160本社東京都新宿区西新宿
3-7-28 宝幸西新宿ビル
電話03(34 3) 1 846代表
振替口座東京 172320

〒543支局大阪市天王寺区勝山
2-202 

電話06 (771) 7415 

昭和58年 1月 30日

本紙は女性巴よる平和と平等を推進します

)
 
-(
 

と
言
う
と
悪
の
楢
化
の
一
さ
つ
に
想
わ
一
た
と
と
に
対
し
て
「
軍
事
力
を
つ
け
よ
う
な
結
婚
彼
銭
安
の
お
祝
儀
は
、
一
の
中
に
ゆ
る
や
か
な
連
富
市
が
必
要
な

れ
て
い
る
が
、
今
の
日
本
に
ナ
シ
ョ
一
す
ぎ
た
た
め
に
、
ソ
ビ
エ
ト
国
民
の
ま
る
で
入
場
料
の
よ
う
だ
。
家
計
簿
一
の
で
は
な
い
か
と
い
う
建
計
が
な
さ

ナ
リ
ズ
ム
が
あ
る
と
す
ι段
、
そ
れ
一
生
活
は
全
く
向
上
し
て
い
な
い
。
ァ

一

第
二
分
科
会
の
「
新
νい
地
域
づ
一
を
圧
迫
す
る
第
一
位
は
冠
婚
葬
祭
賞
一
れ
た
。

よ
り
も
、
は
る
か
に
強
力
で
手
ご
わ
一
ン
ド
ロ
ポ
フ
の
西
側
へ
の
働
き
か
り

一く
り
」
で
は
、
物
質
的
に
は
恵
ま
れ
一
で
あ
る
乙
と
か
ら
、
日
本
の
風
習
や
一
ま
た
、
同
じ
盟
百
者
の
毎
日
新
聞

い
と
考
え
た
方
か
い
い
。
我
々
が
、
一
は
ホ
ン
末
。
乙
れ
以
ょ
、
箪
妻
子
'
一な
が
ら
、
住
民

2活
は
地
域
か
ら
一
し
き
た
り
が
業
者
の
手
に
か
か
っ
て

-
A説
委
員
の
中
尾
光
昭
さ
ん
か
ら

日
本
を
ど
う
い
う
国
と
し
て
運
営
石
と
埜
茎
義
体
制
ま
で
も
/
子
れ

一家
庭
中
心
に
と
変
わ
っ
て
い
る
、
地
一
ふ
り
屈
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
Y
湊
権
一
は
、
「
途
上
国
に
対
す
る
関
心
を
高

し
、
国
家
繁
華
」
弓
〆
か
と
い
う
何
一
る
と
い
う
量
感
が
あ
る
の
で
は
な

一域
づ
く
島
視
野
を
広
め
る
た
め
に
一
認
。
お
見
舞
の
お
返
し
な
ど
は
省
略
一
め
る
と
と
、
し
き
た
り
、
風
習
の
見

ら
か
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
持
っ
て
い
一
い
か
」
と
し
、
こ
れ
か
ろ
は
、
ソ
ビ

一は
、
ど
ん
な
組
織
で
、
ど
ん
な
問
題
一
簡
略
を
し
て
改
話
す
べ
き
と
こ
ろ

一円
し
h
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
ピ
あ
る
、

委
す
れ
ば
、
外
国
か
ら
は
、
乙
れ
一
エ
ト
を
追
い
つ
め
て
絶
請
に
す
る
一
を
、
ど
っ
署
し
て
い
く
の
か
を
考
一
は
、
地
域
に
帰
っ
て
寒
行
に
移
υて
一
と
。
平
和
を
保
つ
た
め
に
は
、

戦
争

を
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
受
一
の
で
は
な
く
、
資
本
土
豪
と
基
主
一
え
て
い
く
べ
き
。
さ
ら
に
、
世
界
の
一
い
く
こ
と
。

一
の
起
乙
ら
な
い
安
定
し
た
位
界
が
必

け
誌
ら
れ
る
。
乙
延
安
し
一
義
の
霊
祭
で
き
政
策
が
と

一
望
し
て
広
い
視
野
で
撃
を

7開
運
の
つ
ぼ
H

や

り

主

要
で
あ
る
。
菜
、
審
査
と
い

い
と
と
で
も
危
険
な
乙
と
で
も
な
一
ら
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、
ソ
連

一見
直
し
て
い
く
こ
と
。
海
外
留
学
生
一
一
わ
れ
る
日
本
の
、
務
麗
途
よ
国
に
対

ぃ

。

一

が

拡

張

す

る

き

な

ら

、

早

め

ま

を

一に
対
し
て
は
、
草
の
授
の
レ
ベ
ル
で
一
璽
ハ
分
科
会
の
肩
貿
信
裂
と
一
す
る
援
助
の
お
粗
末
さ
は
、
日
本
の

一
ピ
シ
ャ
リ
井
市
い
て
み
せ
る
外
交
的
一
の
交
流
を
深
め
、
相
手
国
で
Y
あ
よ
一
貿
易
鷹
市
嫁
」
で
は
、
午
肉
、
ォ
レ
ン
エ
症
の
貧
し
さ
に
も
原
因
が
あ
る
の

警

語

共

寝

H

H

同
盟
関
係
一

ソ
連
関
係
も
キ
然
と
一
威
力
害
し
て
呈
示
し
て
宣
言
需
を
し
て
い
君
か
調
査
し
一
ジ
富
由
化
圏
自
由
貿
易
詰
一
で
は
な
い
主

5
5

の
強
化
:
一
心
同
体
H

H

ロ
ン
と
一
芝
、
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
一
喜
き
と
も
貸
付
υて
行
わ
れ
る

一た

2い
う
、
壊
で
の
公
C
な
積
一
論
の
中
心
。
何
も
か
も
護
婦
る
一
会
場
か
ら
も
、
「
対
量
授
、

ヤ
ス
M

な
Y
を
取
り
ト
か
な
が
ら
、
一
な
る
お
が
、
日
本
人
の
闘
で
合
豆
乙
奈
望
書

Eい
と
。

一
み
語
が
必
雲
仙
。
こ
れ
か
ろ
の
国
一
の
で
は
な
く
、
消
費
者
が
商
品
賢

一
す
ね
か
じ
り
の
若
者
が
起
を
度
外

岡
想
と
は
一
体
患
の
客
観
喝
一
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
、
外
国
が
憲
一
「
暴
と
品
絡
が
+
又
配
す
る
社
会

一
際
社
会
の
一
貝
と
し
て
の
読
を
果
一
の
妻
つ
け
て
お
く
べ
き
と
い
っ
た
一
視
し
ず
会
身
に
な
っ
て
や
る
。
そ
れ

同
盟
と
い
う
乙
と
ば
に
は
、
第
一
罪
}
統
一
し
て
ぶ
つ
か
つ
て
く
る
が
自
由
主
義
基
。
乙
れ
は
、
日
々

一
た
す
た
め
に
は
、
女
性
た
お
、
U
の
一
警
で
し
め
ら
れ
た
ハ
一
が
毎
百
つ
な
が
る
o
ど

己

て

三
国
の
震
に
対
ち
て
そ
れ
を
一
場
合

J
E告
U
て
ま
つ
の
三
気
を
つ
け
、
き
の
こ
ま
か
い
努
力
が

一
中
に
平
和
の
大
切
さ
議
長
っ
こ
一
第
七
分
科
会
員
約
を
め
ぐ
る
消
瓦
警
か
な
中
高
年
に
で
き
な
い
の

共
に
感
じ
て
い
る
国
同
士
が
問
題
関

一
と
」
。

一続
け
ち
れ
な
い
と
維
持
が
で
き
な
い

一
と
が
欠
か
什
な
い
と
い
っ
た
意
見
が
一
費
者
苦
情
」
で
は
、
主
に
、
訪
問
販
一
だ
る
っ
か
、
あ
れ
乙
れ
右
顧
左
ベ
ん

係
を
績
を
い
毒
味
と
、
互
い
に

一

宮
内

F
情
勢
と
い
う
の
は
、

一
基
だ
。
安
定
し
た
芸
と
は
、
ど
亨
と
め
ろ
れ
た
。
一
売
に
よ
る
被
害
請
が
交
に
紹
一
す
る
か
ら
だ
る
っ
か
。
」

に
は
、
各
分
科
会
報
告
と
会
稼
会
が
一軍
事
的
意
味
を
除
い
て
政
治
的

一
ナ
シ
ョ
ナ
J
プ
ム
同
士
の
確
執
で
あ
一
う
し
こ
ら
自
由
羊
義
整
事
維
持
で

一

一
介
。
ク
l
Jン
グ
・オ

フ
制
度
が
一
「
一
入
門
け
ら
し
の
老
人
が
、
他
の

一

一

ー

、

一

寸

、

、

一

食

生

活

・

冠

婚
葬
祭
は

一

リ

ー

、

一

お

れ

た

。

石

器

に

不

可

決

な

友

人

で

あ

る

と

一
っ
て
国
葬
ぶ
つ
思
っ
て
U
互

き

る

を
U
う
乙
と
で
は
な
U
だ

ろ

一

一

軍

用

さ

れ

な

U
た
め
に
「
問
罪
J

一
人
に
議
を
か
け
な
い
で
習
す
に

聾
零
行
っ
た
山

g
Eは
、
最
近
士
湊
握
手
る
た
め
の
同
盟
関
係
が
一
の
が
国
際
斐
ζ
め
だ
と
い
う
。
す
を
と
績
告
。

一

「食
料
問
穆
茎
J

急
」
第
三
分

一
つ
ぽ
」
と
称
し
て
円
日
聞
は
誰
に
一
は
と
つ
し
た
ら
い
い
の
か
」
「
老
人

ア
メ
リ
カ
を
紡
れ
た
中
震
首
相
の
一
あ
る
の
だ
と
指
埼
一
ま
た
、
ソ
票
軍
縮
の
声
を
あ
げ
一
科
会
で
は
、
量
産
物
の
自
由
化
、
志
賀
っ
た
乙
主
立
っ
て
は
い
け
な
一
ホ
l
ム
の
情
報
が
欲
し
い
」
と
い
っ

|

|

一

t
d明

4
園
司

3
総
選

-
E
E
-
-司
J

-
自
給
率
が
中
心
。
輸
入
段
産
物
の
倹
一
い
、

3
唱えば
、
霊
あ
が
は
く
な
る
一
た
発
パ
が
相
次
い
弓

h

‘
 
.. ，F
長
一
疑
問
の
中
曽
担
発
言

士一

吋

‘

河

よ

減

得

・

aa圃
・

--

道

一

... ，V会一

¥
一

f
f
捌

斡

聡

効

訟

判

』

¥

ゐ

な

弱

震

な

句

ま
た
、
米
成
年
一

ハ

・

・

・

圃

，

開

一

果
た
し
て
、
中
曽
根

・レ
l
ガ

一

一

・

1
4脇
陣
ふ
十
日
i
h払

h

‘dv
者
の
君
、
保
票
な
け
れ
ば
一

I
ll
i-
-

二
十
日
は
、

N
H
K
解
雲
量
一

千

副

司

1
9
4
a
e側一
ン
会
談
が
、
乙
の
後

一
月
二
十
日
、

二
十
一
日
の
二
日
間
を
通
し
、
東
京
p
虎
ノ
門
に
あ
る
東
京
農
林
年
金
会
館
で
、
第
二
十
五
回
『
新

生
活
と
貯
蓄
』
全
国
婦
人
の
集
い
が
聞
か
れ
た
。
乙
の
集
い
は
、
毎
年
、
全
国
地
域
婦
人
団
体
連
合
会
、
全
国
豊
協
婦
人

世
界
の
一
員
と
し
て

組
織
協
議
会
、
全
国
漁
協
婦
人
部
連
絡
会
、
全
国
母
子
寡
婦
福
祉
団
体
協
議
会
、
主
婦
連
合
会
、
日
本
青
年
団
協
議
会

の
六
婦
人
団
体
と
、
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
、
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
と
の
共
催
で
、
毎
年
、

一
月
に
行
わ
れ
て

い
る
。
今
回
の
テ

l
マ
は
「
国
際
社
会
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」

1

1
連
帯
意
識
を
高
め
積
極
的
な
行
動
宇

l
。
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
国
際
化
の
流
れ
の
中
で
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
ゃ
役
割
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
婦
人

が
他
国
と
の
連
帯
意
識
を
高
め
て
、
積
極
的
に
行
動
す
る
と
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
婦
人
の
問

題
、
地
域
の
問
題
な
ど
、
生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
に
つ
い
て
討
議
を
重
ね
た
。

世
界
の
安
定
に
努
力

明
確
な
日
本
の
国
家
像
を

N 
H 
K 
解
説
委

皇室

会
議
の
成
果
地
元
へ

英
男
氏

山
返
接
し
た
。

分
科
会
で
討
議

山室英男氏

.静
輔副砂

， 
."，f 

刷、九

11月3目、東京・渋谷の山手数会での改悪反対集会‘・・
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いつるフレツ弘、キューといの味。

自然のおいしさを墾ガにひきだてる、

みなさまの食卓ですっかりおなじみいだだいています。

いろいろなお料理に幅広くお使いください。

キューピーマヨネーズ。f:r500章
延〉





一w

…

'

入

諮

問

r
M
t
m
向
山
乙
以
内
引
税
詩
…
お
し
ゃ
れ
な
女
性
へ
の
パ

ヨ
ザ
弘
片
岡
町
れ
れ
し
日
間
同
対
河

川
一
一
品
幣

uw

各
地
で
震
発
に
請
し
た
り
仁
す
る
と
い
毛
け
で
す
か

…

健

康

に

関

す

る

生

活

富

;

い

て

2
5た
量

む

た

z

h即
時
柁

M
O

工
場
露
外
進
出
に
協
力
す
る
な
ら
、
自
由
貿
君
原
則

γほ
反
す

川

女
件
ぼ
い
つ
で
も
表
υく
あ
り
た
そ
こ
で
資
書
官
、
そ
ん
な
願
い
一
日
の
は
じ
ま
り
の
朝
の
洗
顔
か
の
使
い
方
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
メ
1
キ
り
す
る
だ
け
で
一
室
ん
だ
素
敵
な

不
信
域
消
ケ
f

ど
し
て
い
ま
す
。
こ
宮
崎
い
る
の
で
芸
、
理
く
つ
を
い
い
合

一

い
も
の
。
そ
し
て
き
く
あ
る
た
め
に
こ
た
え
て
蓄
な
女
一
世
な
つ
ら
、
夜
の
お
や
す
み
車
体
操
ま
う
ッ
プ
、
き
い
警
手
入
れ
、
和
女
性
な
れ
る
祭
警
れ
て
い
ま

不

均三
器

E世
界
の
各
国
に
仕
宮
っ
返
り
い
た
の
在
、
去
に
は
、
富
と
も
に
震
で
す
乙
や
て
い
き
た
宮
メ
ッ
セ
ー
ジ
泉
美
空
健
康
に

2
2る生
壁
雪
時
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
忘
す
。

一

刷

、

i
l
z

や
し
て
国
寄
宿
と
需
要
を
拡
大
ま
す
山
一
窪
済
は
縮
小
し
て
主

川

カ
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
健
康
「
震
な
一
日
l
お
し
ゃ
れ
な
あ
な
活
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
場
裏
薪
し
い
霊
な
萎
層
悪
弓
な
お
、
乙
の
小
切
手
」
ご
希
望
あ

可

思

五

十

七

年

、

一

年

閣

の

わ

し

さ

ヌ

す

る

禁

に

よ

る

も

の

易

そ

れ

が

あ

わ

手

。

一

で
心
身
と
も
に
豊
か
で
す
と
や
か
で
た
に
」
を
翼
し
、
こ
の
き
譲
豊
富
見
つ
め
な
お
し
て
い

5
妻
、
各
ぺ
l
ジ
の
端
に
は
、
化
在
、
重
ピ
お
送
り
い
た
主
守

可

が

国

会

葎

の

輸

出

は

千

三

百

八

十

な

の

で

す

。

そ

乙

で

、

総

合

商

社

は

乙

う

し

川

あ

り

た

い

と

い

う

願

一

い

が

含

ほ

ど

し

ま

し

た

。

と

い

う

も

の

で

す

。

粧

口

町

Eい
使
い
方
が
紹
介
さ
れ
の
で
、
愚
寄
担
望
書
-
販
売
会
社

〉
一
川

九
億
ド
ル
で
前
年
比
八

・
七

議

。

と

と

ろ

で

、

零

時

世

界

の

各

た

M

往
復
商
談
二
審
取
伊

川

高
ま
っ
て
い
る
時
は
あ
旦
ま
せ
ん
。
乙
れ
は
、

R
O版
、
カ
ラ
1
謹
貝
た
と
え
ば
、
モ
ー
ニ
ン
グ
ス

JT
て
お
り
、
美
合
相
談
の
Q
&
Aの
頁
消
事
相
談
窓
口
、
ま
た
は
左
警

旦
M

輸

入

は

、

主

盲

一

干

時

ル

で

同

国

で

は

自

国

製

口

慰

哲

が

伸

び

の

一

要

鰐

に

対

し

て

も

、

全

世

界

に

…

「
も
っ
と
潤
い
の
あ
る
生
活
、
充
実
の
コ
ン
パ
ク
ト
突
き
。
内
号
、
ッ
や
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
も
設
け
て
あ
り
ま
す
。
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

曜

可

七
・
九

議

と

輸

出

入

と

も

不

銀

芯

い

乙

と

に

た

ま

り

か

ね

て

富

は

り

め

ぐ

Eた
裏

網

、

あ

こ

し

た

生

署

し

た

い

」

「

何

気

な

く

一

Tm
翠
京
都
申
央
区
銀
宇

ls

課

で

ド

前

年

の

申

穴

埋

下

回

つ

刊

何

十

時

間

最

詰

笠

間

九

…

野

町

時

間

持

「

素

敵

な

一

日

」

が

完

成

記

許

諾

惇

一
川
た

の

は

、

昭

和

二

十

七

年

金

銭

組

込

ん

だ

も

の

で

な

い

と

認

め

な

き

る

か

ぎ

り

前

両

き

に

対

応

し

て

川

て
い
る
方
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

l
j'

可

減
以
来
三
十
年
ぶ
り
の
こ
と
で
界
各
国
は
、
「
日
本
か
お
輸
出
が
で
は
患
は
解

2喜
~
い
②
輸
入
し
た
撲
や
設
備
で
生
い
ま
す
。
世
霊
済
の
活
経
の

川

i
l
l
l
i
-
-
l
i
l
l
E
'
J
(ミ『
i
t
s
-
4
L
S
j
L提言
7
4
l
S
7
{
S
1
{『
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

日

一
一
す

。

主

要

の

前

置

の

マ

イ

轡

え

す

ぎ

た

の

で

自

国

の

襲

が

一

家

、

豪

雪

各

国

警

長

男

一

言

出

国

が

た

め

に

地

震

努

力

議

け

て

い

…

玉

さ

ん

。

ビ

タ

ミ

ン

蓄

S
Zぃ
。

消

る

時

よ

く

需

と

一

望

号

、

理

の

ま

雪

T

の
さ
つ
に
軟
い
皇
室
い
た
め
の

O
一
…
ナ
ス
と
い
お
は
昭
和
平
年
以
重
し
義
者
が
轡
え
た
の
弓
が
有
無
相
通
の
茶
室
じ
て
買
い
が
る
と
主
義
務
づ
り
る
③
る
総
合
商
務
働
き
は
牢
ち
一

川

早
」
で
才
一
口
う
口
益
事
ほ
、
家
化

・
吸
収
の
点
か
ら
は
、
譲
需
護
の
ア
ル
ギ
ン
酸
が
サ
ボ
ニ
ン
と
食
事
の
マ
ナ

Lし
て
、
事
」
副
弊
宗
燈
け
か
h

れ
て
い
る
。

3
戸

来
七
年
ぶ
担
乙
と
で
す
。
そ
の
結
果
経
済
産
が
活
力
を
失
人
間
益
事
豊
か
に
し
さ
っ
と
い
輸
入
金
額
の
会
主
」
は
一
部
に
般
の
人
々
に
は
知
ち
れ
て
い
ま
せ

川

憲
理
で
は
な
く
、
西
欧
の
デ
ィ
ナ
化
液
の
分
泌
を
「
託
が
し
、
健
間
作
吸
智
νて
警
の
抑
聖
お
と
な
菜
を
套
与
に
、
完
べ
ん
な
く
食
べ
是
ぎ
の
葉
、
や
き
と
り
、
ま

弓

戸

輸
出
が
ふ
る
わ
な
か
っ
た
の
っ
た
」
と
日
本
の
輸
出
自
粛
と
輸
う
と
と
で
す
か
ら
、
輸
出
や
輸
入
塑
コ
す
る
金
額
の
曹
雰
続
出
国
ん
。

川

l
に
告
岩
本
膳
料
理
の
乙
と
弓
用
な
ど
を
待
っ
て
い
る
。
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
冷
奴
に
か
る
と
と
が
礼
式
と
な
っ
て
お
り
、
飯
ぐ
急
魚
煮
な
Y
あ
さ
つ
に
、
天
然

ト

一
川
は
、
昨
生
蛮
在
の
義
率
が
米
入
鉱
大
を
求
め
て
い
ま
す
。
け
れ
を
制
限
す
る
と
と
で
経
済
の
活
力
側
の
業
者
が
見
返
え
り
輸
入
す
る
(
日
本
一翼
会
商
社
奮
員
会
調
べ
)
川

百
本
人
の
英
知
が
集
約
さ
れ
て
て
ん
ぷ
ら
に
は
大
根
お
色
、
大
つ
お
節
や
の
り
、
納
豆
に
宵
の
り
、
を
食
べ
る
ζ
と
に
よ
っ
て
勢
性
の
脂
肪
金
伺
置
の
多
い
食
品
は
、
調

a

-
'
 

王

山

国
で
は
一

0
・
八
物
、
西
舘
で
八
ど
も
、
日
本
と
し
て
は
百
本
人
を
復
元
し
さ
ヌ
す
る
考
え
方
は
乙
喜
菜
め
る
ー
な
ど
の
政
策
を

川

い
る
。
合
理
的
で
、
仲
良
子
、
芸
術
的
根
千
葉
の
み
じ
ん
切
り
、
す
り
宰
安
湯
豆
腐
に
毘
要
戴
く
の
も
ζ
己
蛋
白
質
や
脂
肪
類
の
過
食
を
セ
l
プ
霊
術
に
よ
っ
て
脂
肪
分
を
コ
ン
ト

1
;
 

ι戸
・
六
%
(
十
一
月
)
、
英
国
=
一
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
エ
ネ
ル

Eい
こ
と
で
は
あ
皇
せ
ん
。
採
用
し
始
雲
し
た
。

川

で
す
。
舎
聞
の
と
り
あ
わ
せ
、
料
理
な
Y
を
そ
妻
。
こ
れ
は
油
脂
の
乳
た
理
由
か
ら
だ
。

す

る

効

果

が

あ

っ

た

。

ロ

l
ル
し
て
い
る
。

ε一
PEas---ZE--ZE・E
・
-zf・s・-
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2
3
2
3
2
3
2
3
2
2
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2
3
2
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2
2
2
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2
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2
5
2
3
2
2
2
3
2
3
E
Z
Z
-
E
E
E・E
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法
を
研
究
す
仇
ば
す
る
ほ
《
今
回
化
ム
散
を
た
す
県
議
化

・
吸
収
ほ
つ
れ
ん
草
は
、
外
国
で
は
生
の
材
料
は
、
少
量
ず
つ
多
種
類
の
食
糖
質
金
口
聞
で
あ
る
米
、

ギ
ー
や
資
源
を
輸
入
し
な
く
て
は

な
ら
ず
、
そ
の
粉
入
代
金
を
円
滑

に
支
払
っ
た
め
に
は
輸
出
を
続
け

な
く
ず
ほ
な
ら
な
い
」
と
反
論
す

る
わ
け
で
す
。

四
幅
近
や
か
±
p
u
く
い
わ
れ
る
回

易
摩
僚
の
綬
底
に
は
、
乙
の
さ
つ

な
事
慣
が
あ
る
の
で
す
か
、
お
互

い
が
自
国
の
聖
母
か
り
キ
事
レ

て
相
手
国
を
責
め
て
い
る
ば
か
り

-
七
物
、
フ
ラ
ン
ス
八

・
八
発
十

一
月
)
、
イ
タ
リ
ア
九

・
二
負
十

月
)
と
い
う
よ
っ
に
世
界
中
が
不

噴
気
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原

因
で
あ
り
、
輸
出
の
不
綬
に
つ
れ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
工
業
原
材
料
の

輸
入
需
要
も
減
速
す
る
と
い
う
よ

う
に
日
本
経
済
も
縮
小
均
衡
の
形

に
な
っ
た
わ
け
去
す
。

そ
ん
な
中
で
、
米
国
は
じ
め
出

経
済
に
再
び
活
力
を

総
合
商
社
の
地
道
な
努
力

安帯 f、来斤問宵

出
不
信
挺
地
本
差
民
間
明
白
如
九
ふ
瓦

伝
統
的
な
日
本
料
理
は
明
治
時
代
に
中
断
を
み
た
。
そ
れ
は
「
明

山
崩
の
洋
食
の
導
入
の
中
で
」
(
六
八
八
号
)
で
述
ペ
た
志
つ
に
、

明
治
の
指
導
者
た
ち
は
、
日
本
料
理
の
伝
統
に
つ
い
て
見
識
が
な
か

っ
た
と
と
。
文
明
開
化
や
富
国
強
兵
と
い
う
時
代
の
志
向
や
そ
れ
に

-E

つ
な
が
る
堕
襲
揮
の
哲
彦
、
商
問
お
食
事
様
式
カ
歓
迎
さ
れ
=

た
。
し
か
し
近
年
は
、
ア
メ
リ
カ
、
西
欧
諸
聞
か
日
語
審
理
=

を
襲
に
し
始
め
た
。
脂
肪
や
動
物
性
記
由
貿
の
過
剰
摂
事
前
三

目
的
か
ら
一
弓
ア
メ
リ
カ
は
、
出
界
で
一
、
二
を
争
マ
U
臓
疾
患
に
=

悩
む
薗
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
肥
縄
糖
尿
、
菌
、
ガ
ン
な
y
k
u
竺
一

代
病
で
も
高
率
を
示
し
て
い
る
と
い
三
商
事
情
が
背
策
に
あ
る
。
早
く
=

か
ら
、
来
日
し
た
外
国
の
知
識
人
た
ち
が
日
本
料
理
の
清
潔
感
や
色
=

彩
、
総
じ
て
五
官
に
う
っ
た
え
る
料
理
で
あ
る
こ
と
を
評
償
υて
い
一
一

た
が
、
西
欧
諸
国
の
料
理
専
門
家
や
栄
慈
善
の
闘
で
も
同
様
に
、
=

注
目
と
評
価
が
集
っ
て
い
た
と
い
う
。
家
庭
栄
養
研
究
会
の
H

日
本
一
一

の
食
の
伝
統
H

シ
リ
ー
ズ
=
面
目
は
「
円
本
料
理
と
食
事
様
式
の
す
一
一

ぐ
れ
た

E
と
し
て
、
型
設
さ
児
玉
定
子
さ
ん
が
諮
る
。
=

フ
ラ
ン
ス
料
理
て
世
界
十
数
カ
理
を
研
究
し
て
そ
の
策
法
を
フ
ラ

国
の
貨
を
受
賞
し
て
い
る
司
厨
士
協
ン
ス
料
理
に
取
り
い
れ
て
い
る
。
そ

会
の
山
越
徳
玄
会
長
は
百
本
の
料
れ
が

d
d
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

釜~ 国

五
本
の
特
別
番
組
で

懐
し
い
ド
ラ
マ
、歌
も
満
載

{第三種郵便物認可】

N
H
Kの
テ
レ
ビ
放
滋
が
始
ま
っ

て
か
ら
、
乙
の
二
月
一
日
で
ち
ょ
う

ど
三
十
年
に
な
る
。
戦
後
の
荒
廃
レ

た
中
で
産
声
を
あ
げ
た
テ
レ
ビ
は
、

日
本
の
経
済
発
展
と
と
も
に
成
長

し
、
い
ま
や
各
家
庭
に
二
台
、
一
二
台

の
復
数
時
代
と
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
技

術
も
安
」
ま
し
い
進
一
安
空
庁
た
。
別
番
組
を
型
宇
る
。

N
H
Kで
は
、
テ
レ
ビ
三
十
年
の
そ
の
一
つ
、

rキ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

歩
。
を
い
ろ
い
ス
な
視
点
か
ち
ふ
り
「
ブ
ラ
ウ
ン
管
の
一
万
日
」

i
アレ

か
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
可
ヒ
は
向
を
映
υて
き
た
か
1
(
一月

能
伐
役
割
、
あ
り
方
に
つ
い
て
考
-
二
十
一
日
、
総
合
七
旦
平
分
か
ら
)

え
る
た
め
に
二
塁
二
十
一
日
か
ら
は
、
一
貫
二
部
を
併
せ
て
二
時
間

二
月
二
十
日
に
か
け
て
五
本
の
特
三
十
分
。
そ
の
中
に
一
万
日
を
越
え

お

は

な

は

ん

力

道

山

花
の
生
涯

ス
ポ
!
ト

「
私
の
体
験
か
ら
も
、
モ
ス
ク
ワ

の
名
門
ホ
テ
ル
、
メ
ト
ロ
ポ
l
ル
の

コ
ッ
ク
長
が
、
口
本
の
料
理
は
す
ば

ろ
し
い
と
言
、
ジ
ん
で
す
布
。
ネ
め
第

一
皆
話
ぎ
の
蒲
焼
、
寸
L
、
て
ん

ぷ
ら
ー
く
さ
ら
な
い
煮
払
あ
と
い
-
つ

ん
で
す
か
佃
煮
の
と
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
昆
布
や
か
つ
お
節
で
と
っ
た

だ
し
、
米
の
飯
、
し
よ
う
油
も
す
ば

ら
し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
」
と
児

ひ

ょ
う

た

ん

島

を
作
っ
た
作
口
拐
、

二
月
十
七
日
、
「
日
本
の
素
顔
3

日
本
人
と
次
郎
E
E
S
」

(
N
H
K
)、

「
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
劇
場
う
老
人

と
鷹
S
」

(
N
T
V
)
、
「
未
知
へ

の
挑
戦
S
失
わ
れ
し
時
を
求
め
て

1
」
(
テ
レ
ビ
東
京
)
。
「
老
人
と

鷹
」
は
三
十
七
年
ユ
l
ロ
ビ
ジ
ョ
ン

テ
レ
ビ
映
闘
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン

プ
リ
が
獲
得
、

二
月
十
八
日
、
「
木
島
町
夫
モ
ー

ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
」
(
テ
レ
ビ
朝
日
)
、

「
ス
タ
ジ
オ
1
A
M
L」

(
N
H
K
)、

コ
新
日
本
紀
行
」

(
N
H
K
)
。「木

島
則
夫
:
」
は
、
た
っ
た
一
回
分
だ

け
ビ
デ
オ
が
残
っ
て
い
た
寅
軍
な
も

の
。
各
局
か
A
稲
次
い
で
朝
の
ワ
イ

ド
シ
ョ
ー
が
放
準
C
れ
る
き
っ
か
け

を
作
っ
た
番
担
、

二
月
十
九
日
、
「
ブ
l
フ
l
ウ
l
h

(
N
H
K〉
、
「
月
光
仮
面
」

(
T

B
S〉
、
「

τな
も
ん
や
=
一
度
宰

(
朝
日
放
送
)
、
「
お
笑
い
三
人
組
」

(
N
H
K
)
。

二
月
一
-
十
回
、
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ

ょ
う
た
ん
島
」

(
N
H
K
)
、
「
鉄

腕
ア
ト
ム
」
(
フ
ジ
テ
レ
ビ
)
、
「
夢

で
あ
い
ま
し
ょ
う
」

(
N
H
K
)
、

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
ホ
リ
デ
ー
」

(
N
T

V
)
、
「
私
の
秘
密
」

(
N
H
K
)。

懐
レ
い
番
組
が
続
々
と
箆
場
し
て

く
る
が
、
テ
レ
ビ
の
マ
ン
ネ
リ
化
、

貿
の
隼
卜
な
ど
が
音
お
れ
る
昨
今

単
に
懐
レ
む
だ
け
ポ
ほ
な
く
、
受
け

手
と
し
て
の
一
一
一
十
年
、
そ
し
て
テ
レ

ビ
の
未
来
を
考
え
て
み
た
い
も
の

だ。

ラ
ン
ド
セ
ル

最
近
の
傾
向

マ
デ
ザ
イ
ン
ラ
ン
ド
セ
ル
は
、
他

の
カ
バ
ン
類
に
比
べ
る
と
デ
ザ
イ

ン
面
の
変
化
は
短
め
て
の
な
く
、

震
若
宮
ほ
、
収
納
部
分
を
細

か
く
区
切
民
ず
三
段
マ
テ
程
度
に

お
さ
え
、
チ
ャ
ッ
ク
式
の
ポ
ケ
ッ

ト
の
つ
い
た
も
の
や
、
二
一
段
マ
チ

一
三
時
却
上
プ
タ
が
ま
く
れ
た
ら

酬
上
プ
タ
に
ま
く
れ
る
ク
セ
が
つ
い

川
た
ら
、
蒸
し
タ
オ
ル
房
当
て
て
草

川

を

し

φ
号
、
そ
の
後
、
反
対
側

川
に
柏
市
U
て
ク
セ
を
回
し
、
そ
宝

川
に
短
い
も
の
が
あ
せ
て
お
け
ば
元

川
に
も
ど
皇
志
す
。

州
附
小
さ
い
キ
ズ
は

州
革
の
表
面
に
つ
い
た
小
さ
い
キ
ズ

川
は
少
量
の
績
物
性
オ
イ
ル
、
同
色

川
の
マ
ジ
ッ
ク
イ
ン
ク
な
Y
務
量
っ

て
お
け
ば
目
立
た
な
く
な
り
±
守
。

仰
合
成
皮
革
の
よ
ご
れ

に
若
干
禁
あ
り
+
寺
か
、
鰻
近
よ
『
託
を
中
島
崩
壊
、
会
予
」

は
義
的
に
量
化
の
方
向
に
進
り
、
手
の
あ
と
か
た
く
し
ぼ
っ
た

ん
で
い
ま
す
。
小
学
校
高
学
年
の
布
で
水
ぶ
き
し
、
シ
リ
コ
ン
液
で

児
筑
が
持
員
う
教
匂
」
み
の
霞
董
ふ
い
て
お
く
と
汚
れ
が
つ
き
に
く

は
三
キ
ロ
位
②
@
と
い
わ
れ
て
い
く
な
盟
志
す
。

る
と
と
か
ら
、
一
般
的
に
は
緩
い
附
畏
い
惨
が
に
点
検
を

も
の
の
方
が
よ
い
と
い
え
ま
す
春
、
夏
、
冬
な
ど
長
期
の
休
み
に

が
、
実
際
に
背
負
う
子
ど
も
の
体
は
父
開
示
点
検
υ、
ィ
タ
ミ
が
大

格
、
体
位
な
Y
を
考
廓
U
て
、
ラ
き
く
な
戸
り
な
い

2
Dに
霊
て
を

ン
ド
セ
ル
や
背
負
い
ヒ
モ
が
体
に
す
る
の
が
長
期
間
使
用
で
き
る
コ

ピ
ッ
タ
リ
か
ど
っ
か
た
し
か
め
て
ツ
で
す
。

く

だ

さ

い

。

芸

、

手

に

お

え

な

い

修

理

が

必

間
金
暴
を
操
作
し
て
み
る
嬰
な
塑
巨
は
「
ラ
ン
ド
セ
ル
1

上
ブ
タ
の
着
腕
は
マ
グ
ネ
ッ
ト
を

1
0醤
」
に
と
相
談
く
だ
さ
い
。

使
用
し
た
ワ
ン
タ
ッ
チ
式
の
錠
が
※
交
通
安
全
用
賀
色
い
カ
パ
l
の
取

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
確
実
に
ロ
ッ
り
級
い
に
一
年
底
意
く
だ
さ
い
。

ク
さ
れ
、
簡
単
に
は
ず
せ
る
か
を
鰻
堤
霊
d

年
の
小
学
芸
黄
色

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
い
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
を
ラ
ン
ド
セ

印
縫
い
目
を
チ
ェ
ッ
ク
ル
に
か
ぶ
せ
て
い
る
の
を
よ
く
見

全
体
の
縫
い
目
が
そ
ろ
っ
て
い
て
か
宮
守
。
こ
れ
は
地
域
の
交
通

T

舎
に
縫
っ
て
あ
る
も
の
を
選
び
安
全
蜜
京
、
小
学
校
孟
仕
事
」

手
。
縫
い
方
が
雑
な
お
は
、
対
象
に
無
料
で
配
布
し
て
い
る
も

新
入
学
シ
ー
ズ
ン
を
辺
ぇ
、
専
門
后
や
デ
パ
ー
ト
の
特
設
売
場

γほ
新
一
年
生
の
必
需
品
で
あ
り
、
シ

ン
ボ
ル
的
な
ラ
ン
ド
セ
ル
が
目
が
ひ
き
つ
け
て
い
る
威
近
の
傾
向
と
し
ず
ほ
子
供
本
位
に
丈
夫
で
号
、

機
能
性
に
富
み
縫
ち
つ
い
た
も
の
が
キ
涜
に
な
っ
て
き
た
が
、
一
方
で
は
量
販
庖
で
不
当
に
安
売
り
さ
れ

た
り
、
桐
積
入
り
の
超
豪
ラ
ン
ド
セ
ル
が
出
回
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
還
さ
え
て
全

国
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
取
怒
っ
メ
ー
カ
ー
、
問
屋
、
小
書
室
八
き
詩
雲
っ
て

Eい
知
男

轡
発
を
目
的
に
「
全
国
ラ
ン
ド
セ
ル
准
進
委
員
会
」

H
東
京
台
東
区
蔵
前
、
東
京
製
語
H
が
股
立
さ
れ
、

「
ラ
ン
ド
セ
ル
が
安
心
し
て
お
求
め
い
た
だ
く
た
め
に
」
と
い
っ
た
H

手
l
j
も
出
し
て
い
る
。
早
の

中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
て
み
4
っ。

で
伸
絡
す
る
一
ア
コ
ー
デ
オ
ン
タ
イ

プ
の
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す。尾
錠
は
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
着
脱
で
き

る
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
の
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
、
主
九
、
器
惹
く
背
負

え
る
さ
つ
に
背
負
い
ヒ
モ
は
立
体

裁
断
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
色
赤
と
田
町
が
中
心
で
す
。
交
子

が
黒
を
億
つ
ケ
l
ス
も
あ
り
、
黒

の
方
が
若
手
多
く
生
産
さ
れ
て
い

申
守
，
。
乙
の
ほ
か
、
賞
、
給
、
レ

ン
ガ
負
ピ
ン
ク
な
ど
の
各
色
も

わ
ず
か
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

学
校
に
よ
っ
て
乙
う
し
た
白
煽
務
}

禁
件
U
て
い
会
所
も
あ
り
、
を
芯

り
多
く
は
出
ま
わ
ら
ぶ
い
よ
う
で

す。
マ
素
材
天
然
皮
革
(
牛
)
と
合
成

皮
車
の
二
種
が
あ
盟
友
す
。
天
然

皮
革
は
、
見
栄
え
が
よ
く
丈
夫
で

伝
統
が
あ
り
、
合
成
警
は
琴
¥

価
格
が
手
頃
と
い
う
特
長
が
あ
り

ま
す
。

マ
価
格
天
然
皮
革
一
製
は
一
二
、

o

nδ
円
上
一
O
、
只
己
円
の
標

準
価
格
帯
の
中
で
、
二
ハ
、

8

0
円
前
後
が
、
士
先
ん
合
成
皮
革
型

は
八
、
只
む
円
土
六
、
の
む

O
円
の
標
準
価
格
構
の
中
で
、
一

「全国ランドセル推進委員会」が品質を保鉦するラン

ドセルには、上のようなステッカーを背負いヒモのっ
け穫に貼つである。

全
国
ラ
ン
ド
セ
ル
推
進
委
員
会

一一一、円円

δ
円
前
後
が
売
れ
筋
の

中
心
で
す
。

買
い
方
・
選
び

方
の
ポ
イ
ン
ト

ラ
ン
ド
セ
ル
の
初
貨
は
、
天
然
皮

箪
の
牛
革
と
合
成
皮
箪
の
二
種
類
で

す
。
牛
革
は
見
栄
え
が
よ
く
丈
夫
で

あ
り
、
伝
統
、
歴
史
が
あ
皇
志
す
。

合
成
皮
革
は
新
し
い
素
材
で
、
軽
く
、

ク付き選べ
キ特別価格十にはご用心

る
テ
レ
ビ
番
組
の
摩
史
を
詰
め
込
む

の
は
至
難
の
業
弓

こ
う
し
た
フ
ィ
ル
ム
の
選
沢
を
c

る
乙
と
な
が
ら
、
草
創
期
は
放
送
す

る
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
で
、
保
存
す

る
た
め
に
資
材
と
労
力
を
使
う
余
裕

が
な
か
っ
た
の
が
実
情
。
技
術
的
に

も
、
昭
和
三
十
一
一
一
年
頃
か
ら
、
ピ
デ
・

子

ご

成

婚

オ

リ

ン

ピ
ッ
ク

浅

間

山

荘

事

件

タ

イ

オ
が
使
用
さ
れ
る
志
つ
に
な
り
、
保

存
も
楽
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
以
F
番
組
ス
タ
ッ
フ
チ
ャ
ー
ル
ズ
皐
杢
と
ダ
イ
ア
ナ
王
後
七
時
一
二
十
分
か
ら
)
は
、
テ
レ
ビ
八
時
か
ち
)
は
、
テ
レ
ビ
三
十
年
の
質
レ
た
「
マ
ン
モ
ス
タ
ワ
1
」
(
=
一

時
リ
フ
ィ
ル
ム
で
鼠
零
る
キ
ネ
コ
は
、
考
事
者
の
き
に
草
一
期
の
明
白
結
婚
式
に
喜
志
で
が
紹
介
さ
霊
=
干
年
と
い
う
節
目
の
中
で
街
歴
史
の
中
で
エ
ポ
ッ
ク
を
闘
し
た
番
十
三
年
)
。

l
プ
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
(
通
称
キ
ネ
記
録
フ
ィ
ル
ム
を
綜
U
回

っ

た

と

い

れ

る

。

く

自

動

車

の

ド

ラ

マ

。

直

媛

、

テ

レ

興

へ

2
2憶
に
今
も
残
る
な
二
月
十
五
日
は
N
T
Vの
「
ダ
イ

コ

)

し

か

な

か

っ

た

の

で

フ

ィ

ル

ム

ぅ

。

「

私

は

男

ι

凡
な
り
た
い
」
「
て
な
ビ
放
送
三
十
年
と
は
関
係
の
な
い
ド
っ
か
し
い
番
組
な
Y
湊
『
一
ニ
十
年
代
ヤ
ル
一
一

O
番
3
す
れ
っ
か
ら
し
」

も
数
少
な
い
。
山
崎
俊
一
チ
l
フ
結
果
、
力
道
場
プ
ロ
レ
ス
か
ち
も
ん
雪
一
度
差
や
皐
太
子
豆
嬉
、
フ
マ
だ
が
、
現
実
の
自
動
車
産
業
の
を
中
心
に
N
H
K
、
民
政
番
組
合
わ
(
一
ニ
十
七
年
)
で
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

夏
原
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
浅
間
山
荘
事
一
量
密
通
し
て
日
本
と
日
本
人
せ
て
二
十
一
本
紹
介
す
る
。
七
日
閣
の
事
件
も
の
と
し
て
一
早
く
人
気
を

件
、
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
ホ
リ
デ
ー
」
「
男
が
慣
界
に
生
き
て
い
く
た
め
に
は
何
の
放
送
の
鰻
初
と
霞
後
に
、
内
村
直
得
た
の
は
三
十
年
四
月
に
始
ま
っ
た

は
つ
ら
い
よ
」
「
お
笑
い
三
人
組
」
を
考
え
れ
ば
よ
い
か
を
人
間
ド
ラ
マ
也
、
岡
本
時
佐
怒
賀
三
夫
の
三
氏
「
回
実
名
氏
問
ひ
出
す
」

(
T
B
S
)

な
ど
、
民
放
、

N
H
Kの
番
組
や
事
と
し
て
展
開
す
る
。
に
、
現
在
の
各
極
多
様
な
テ
レ
ビ
番
で
、
次
い
で
ζ
の
「
一
一

O
番・:」

件
な
Y
総
計
一
干
本
く
ら
い
が
紹
介
「
テ
レ
ど
の
果
し
て
い
る
役
創
輪
組
の
原
型
笠
て
十
年
代
に
見
な
が
弓
と
れ
に
よ
っ
て
、
発
足
し
』
位

さ
れ
る
。
と
し
て
の
ド
ラ
マ
」
と
い
う
。
ら
、
テ
レ
ビ
家
庭
に
、
ひ
い
荏
か
り
の
鐙
察
庁
へ
の
緊
急
速
絡
喜

「
あ
の
歌
と
の
人
初
年
」
(
二
月
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
何
が
で
き
る
巳
本
人
の
隻
語
、
文
化
に
与
え
た
影
二

O
番
が
普
及
と
も
ヨ
白
う
。

百
、
総
合
掌
蒔
一
手
分
か
ら
)
か
」
(
二
月
五
日
・
士
百
、
教
育
費
}
語
皇
口
っ
て
も
ら
い
、
明
日
の
「
果
の
日
蝕
」

(
N
H
K、
芸

は
テ
レ
ビ
の
表
舞
台
で
活
躍
し
、
あ
後
八
時
か
ら
)
は
、
テ
レ
ビ
が
益
百
テ
レ
ビ
へ
の
期
待
や
注
文
を
出
し
て
術
祭
奨
闘
賞
受
理
は
イ
ン
サ
ー
ト

る
い
は
裏
舞
台
で
支
え
て
き
た
人
び
や
個
人
宰
恒
Y
あ
さ
つ
に
影
響
も
ら
お

2い
つ
も
の
。
フ
ィ
ル
ム
を
使
わ
ず
テ
レ
ビ
ス
タ
ジ

と
と
の
話
と
、
時
代
と
と
も
に
生
れ
、
与
え
て
さ
た
の
か
。
そ
の
謹
話
。
ド
ラ
マ
、
襲
番
穂
子
ど
も
番
オ
の
中
だ
け
で
制
作
さ
れ
た
、
テ
レ

歌
い
継
が
れ
て
き
た
ヒ
ッ
ト
曲
の
数

N
H
K、
民
放
房
与
固
め
、
テ
レ
ビ
が
組
・
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
で
栂
成
さ
れ
て
ビ
強
自
の
映
像
表
現
を
意
欲
的
に
追

々

実

お

旦

志

ぜ

た

大

型

ス

テ

ー

ジ

果

し

て

き

五

菌

、

今

後

の

銀

閣

な

い

る

。

求

し

た

作

喝

シ
ョ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ

Y
湊
領
水
と
未
来
と
に
分
け
て
二
回
二
月
十
四
日
時

N
H
Kテ
レ
ビ
一
一
月
土
谷
、
「
花
の
生
涯
」
(
N

放

送

技

術

の

進

歩

も

紹

介

す

る

。

放

送

。

小

説

の

中

で

最

も

人

気

の

あ

っ

た

H
K
)
、
「
三
匹
の
侍
」
(
フ
ツ
テ

ド
ラ
マ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
勇
者
は
語
「
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・
そ
の
時
代
」
「
お
は
な
は
ん
」
(
四
十
一
年
)
と
レ
ビ
〉
で
、
共
に
三
+
八
年
ス
タ
l

A
ず
」
(
二
月
七
日
1
十
臼
、
強
口
(
二
月
十
四
日
土
一
十
日
、
教
背
後

T
B
S作
口
聞
で
芸
術
祭
奨
励
賞
を
受
ト
。
本
格
的
な
時
代
劇
の
き
っ
か
け

⑧マー
価
格
が
手
頃
な
の
が
特
長
で
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
1

ラ
ン
ド
セ
ル
は

少
な
く
と
も
数
年
間
、
し
か
も
毎
日

使
用
す
る
も
の
で
す
か
ら
使
い
や
す

さ
と
丈
夫
キ
C
が
半
分
考

mL入
れ
て

お
選
び
く
だ
さ
い
。

山
倦
比
合
う
も
の
を

天
然
皮
革
で
一
、
一

n
D
Zフム

前
後
、
合
成
皮
革
で
一
、
只
む

グ
ラ
ム
前
後
と
材
質
に
よ
り
歯
車

桐箱入りの組高級ランドセルも出回
っている

ランドセル売場

金
具
、
そ
の
仰
の
部
分
主
に
な
の
で
、
窓
い
学
乗
り
安
全
確
保

っ
て
い
る
と
と
が
多
い
ト
全
J

で
す
。
に
役
立
っ
て
い
る
h
の
で
す
か
、

附
箪
の
加
?
を
見
る
と
の
カ
バ
ー
も
か
け
っ
ぱ
な
し
に

天
然
皮
革
製
の
も
の
は
、
ク
ロ
ー
し
て
お
く
と
、
ビ
ニ
ー
ル
に
金
志

ム
革
と
ヌ
メ
革
が
あ
り
李
か
、
れ
て
い
義
則
ソ
剤
が
ラ
ン
ド
セ
ル

ほ
と
ん
Y
ほ
琴
¥
て
丈
夫
な
ク
ロ
に
密
着
υて
霊
に
は
が
す
と

1
ム
革
で
す
。
光
沢
や
宅
市
は
が
か
ま
の
部
分
が
は
げ
た
虫
干
ズ

均
一
な
も
の
を
潜
ん
で
く
だ
さ
い
。
つ
い
た

2い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が

悶
曇
亘
岨
奪
確
か
め
る
き
る
原
因
に
な
っ
て
主
い
ま

天
然
皮
革
製
の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
家
す
。
ビ
ニ
ー
ル
カ
パ
l
は
厳
低
で

庭
用
口
智
雄
表
示
法
の
対
象
に
な
も
一
週
間
に
一
度
は
と
り
は
ず
し
、

っ
て
お
り
、
口
雄
表
示
の
ラ
ベ
ル
か
け
直
す
習
慣
を
つ
け
て
く
だ

が
つ
い
て
い
ま
す
。
合
成
皮
革
製
さ
い
。

は
個
々
の
メ
ー
カ
ー
が
品
質
を
表
ラ
ン
ド
セ
ル

1
1
0番

示
す
る
ラ
ベ
ル
を
つ
け
て
い
±
守
ラ
ン
ド
セ
ル
は
約
半
数
が
入
学
祝

附
⑥
マ
l
ク
の
あ
る
も
の
を
寝
中
い
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
曹
聞

「
全
国
ラ
ン
ド
セ
ル
推
進
器
員
会
」
で
す
か
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
方
々

が
品
質
を
保
障
す
る
ラ
ン
ド
セ
ル
に
安
心
し
て
お
求
め
い
た
だ
け
る
よ

に
は
⑪
マ
l
ク
の
つ
い
た
ス
テ
Y

う
、
デ
ザ
イ
ン
ゃ
、
価
処
遇
改
ペ

ヵ
ー
が
つ
い
て
い
ま
す
。
買
い
方
な
ど
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
こ
と

保
証
期
間
は
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
な
ら
な
ん
で
も
孟
簡
に
お
更
す

一一
1
六
年
と
弟
伊
あ
わ
孟
す
が
、
る
と
同
時
に
、
既
に
使
用
し
て
い
る

購
入
の
際
に
は
⑧
マ
!
ク
つ
告
の
方
の
修
麹
の
「
」
相
談
に
も
応
ず
る
専

も

2
選
ペ
ば
安
心
で
す
。
門
の
窓
[
同
ラ
ン
ド
セ
ル

l
b番」

を
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
に
開
設
し

長

持

ち
さ
せ
る
コ
ツ

て
い
ま
す
。

川

汚

れ

は

お

住

い

の

雰

¥

で

修

理

す

る

お

后

革
の
汚
れ
は
皮
箪
用
ク
リ
ー
ナ
ー
を
紹
介
で
き
な
い
塑
宍
「
ラ
ン
ド

で
ふ
き
と
り
、
早
め
後
、
シ
リ
コ
セ
ル

l
i
u番
」
に
は
代
時
間
の
ラ
ン

ン
液
苧
ジ
ロ
布
に
つ
け
て
令
官
悼
を
ド
セ
ル
を
修
理
中
無
料
で
お
純
子

み
か
き
(
化
学
ゾ
ウ
キ
ン
τ
九
代
用
る
貸
し
出
し
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま

も
可
)
、
吸
湿
件
の
よ
い
布
で
カ
す
快
適
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
お
使
い

ラ
ぶ
告
す
れ
ば
、
表
面
に
簿
い
被
い
た
だ
く
た
め
に
、
お
気
軽
に
こ
の

膜
が
で
き
、
汚
れ
、
水
分
、
キ
ズ
懇
口
を
戸
利
用
く
だ
さ
い
。

な
ど
が
つ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
「
ラ
ン
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セ
ル
1
1
0喬己

山

箪

が

硬

い

喜

(

東

京

)83(ag)3

背
中
の
革
や
背
負
い
ヒ
モ
が
硬
い

5
1
3

と
、
革
ず
れ
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
(
名
問

5
8
Q
E
(
1
0
1
)

芸

す

o
Z場
合
に
は
、
筋
に

2
3

少
湿
の
保
前
中
油
を
塗
り
込
ん
で
お
(
大
阪
)
g
Q
D
(
?
R
T
)
O

け
ば
黍
り
か
く
な
り
ま
す
。
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